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        ま え が き
  り
 前報に於 て著者 らは空気中より耐滲透圧iの カビを




のがある。例えば ヵビの中で もAspergillus属 の もの




したように,例 えばAsp.91aucusに 対 してはブ ドウ
糖の併用でその効果を高め る事が出来 る。その他糖蔵
の際に変敗原因菌の混入を防止した り,pHの 低下を





アルコールであ り,甘 味を有 し,し か もカロリーが低
く,合 成甘味料の衰退からダイエ ッ トフーズとして一
般に市販されるよ うにな った。 この糖 アルコールは一
般に微生物によって発酵 され難いとされてお り,こ れ
を糖蔵に使用する事に より,そ の甘味度 をあまり低下
す ることな く,防 腐効果を高めることができると予想
される。著者らは市販 されている糖 アルコールを用い
て糖蔵の際の防腐効果について検討 したので報告する。
       2)
 D・ソル ビ トール はD一 グル コース の糖 アル コールで
あ り,現 在では グルコースを還元する方法で製造され
ているが,そ の用途は ビタミンCの 原料として,又 菓
子や食品むけの甘味料 として大半が消費され,歯 磨,
化粧品などに一部 利用されている。その効用としては
粘稠剤,艶 出し剤,酸 化防止剤,保 蔵剤,糖 尿病患者
の甘味剤 として有効である。
    3」
 マルチ トー トはマル ト スの糖 アルコールで,甘 し
ょ,ト ウモロコシの澱紛から製造されていて,そ の用
途は ダイエッ ト食品の甘味剤 として,又 保湿剤 として
利用されている。
    4J
 キシ リトールはD一キシmス の糖 アル コールとして
キシロースを水素添加す る事 によって得られるが,甘
味剤 として使用され る他,医 薬品 として糖尿病患者の
糖質代謝補液,術 後処置としての糖質補液,肝 障害の
改善などに利用されている。又緩下剤の作用を有する
処か ら整腸剤 として用い られ,一 部は皮なめ し用,染
色用な どの用途 もあるが,現 時点では製品価格が高 く
その利用範 囲も限 られている。
実 験 の 部
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 ◎供試菌
  前報 と同じ菌を使用 した。空気 中より分離 したAsp.
 glaucus, Asp. nigerで ある。





  前報 と同 じCzapek・Dox寒 天培地に糖 と糖 アルコー
ル全濃度が40～60%と なるよ うに二者を調製した。
- 19ー昭和49年11月(1974年)
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糖アルコールの濃度とカピの生育との関係
1. D-ソルピトール
Asp. glaucusに対しては， 40%， 50%の濃度では
ソノレピトールのコントロールで、も菌はよく生育する。
60%の濃度でソノレピトーノレのコントロールは50%の約
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